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　皆さん、こんにちは！皆さんは「夏」といえばどんな食べ物を思い浮かべますか？
　韓国では、夏になると「サムゲタン（参鶏湯）」と「ネンミョン（冷麺）」を食べます
が、私は冷たくてさっぱりしている冷麺のほうが食べたくなります。
　南北首脳会談で話題になった冷麺は、昔は冬の食べ物でしたが、冷蔵庫がある
今は冬だけの食べ物ではなくなりました。また、韓国の冷麺は、地方によってトッ
ピングや麺の作り方が異なり、いろいろな種類があります。今回は代表的な２種
類の冷麺を紹介したいと思います。

　まず、「ムル冷麺」です。これは、平壌地域でよく食
べられていた冬の食べ物で、「平壌冷麺」とも呼ばれ
ます。平壌冷麺は、キムチの一種であるドンチミ＊の
汁と牛肉、鶏肉、雉

キ ジ

肉などから取っただしをそば麺
と一緒に食べるものです。
　次に、「ビビム冷麺」です。
ビビンバ (Bibimbab) にも

ある「ビビム(Bibim)」という言葉は、韓国語で「混ぜる」
という意味を持っています。つまり、ビビム冷麺は「汁
のない混ぜる冷麺」のことです。これは、今の北朝鮮に
ある咸

ハ

興
ム ン

という地域で主に食べられていた冷麺です。ジャ
ガイモのでんぷんが入った歯ごたえのある麺に、唐辛
子を入れた辛口のソースを絡めて食べます。カレイの刺身などを和えてトッピング
することもあり、「刺身冷麺」とも言われます。
　韓国の冷麺は、麺が長くて弾力があるので噛み切りにくいところがあります。
そのため、食べやすいようにハサミで麺を切ってから食べることをおすすめします。
さらに、からしやお酢を入れて食べてもおいしいです。
　私は、夏の暑さを吹き飛ばしてくれるシャーベット状の氷が入った「ムル冷麺」が
好きですが、皆さんは、どちらの冷麺を選びますか？

＊「ドンチミ」とは、冬に冷やして食べる、汁が多い大根キムチです。
※なぜ冬に冷麺を食べていたかが気になる人は、平成30年2月号の「冬だからこそ、
冷麺！」をお読みください。
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